
76世帯

400人 321人 616人

公共交通(町営)を使った岡山市内への移動者数 700人 316人 500人 758人

総務課

「デジタル田園都市国家構想交付金事業」の効果検証シート

実施年度 令和4年度 事業№ 1

目標値
（R6）

3,000人

成果指標

公共交通(町営)の町内の利用者数

事業概要

公共交通領域にデジタル技術を導入し、利用者の利便性の向上を図るとともに、持続
可能な公共交通体制の確立を目指した。
・バスロケーションシステムの導入（へそ8バスの見える化）
・マイクロEV車両の導入→中断
・デマンドタクシーのシステム化
・MaaSコンソーシアムの立ち上げ

交付対象事業費 49,900,000円（国費44,910,000円、町費4,990,000円）

R4実績 R5実績 R6実績

2,493人 4,249人 7,347人

120世帯

交付対象事業名 交通DX実装プロジェクト 担当課

400人

移住者数

宿泊者数(町の中心地域以外）

○成果指標（計画）及び実績値

対象者 町民、住民、交通事業者

126世帯 95世帯



「デジタル田園都市国家構想交付金事業」の効果検証シート

実施年度 令和4年度 事業№ 2

交付対象事業名 鳥獣対策DX実装プロジェクト

交付対象事業費 54,141,000円（国費48,726,000円、町費5,415,000円）

○成果指標（計画）及び実績値

成果指標
目標値
（R6）

R4実績 R5実績 R6実績

担当課 農林課

事業概要

有害鳥獣対策の領域にデジタル技術を導入し、狩猟者の作業省力化を図るとともに、
農林課職員の各種交付金申請事務の省力化にも寄与した。
・わな監視装置の導入
・有害獣発見用ドローンの導入
・鳥獣害対策クラウドサービスの導入

対象者 農業従事者、狩猟者

鳥獣駆除件数（イノシシ＋サル） 1,500頭 1,315頭 842頭 1,190頭

農作物に対する鳥獣被害額 663万円 743万円 962万円 1,561万円

新しい事業（ジビエ、観光）による売上金額 3,600万円 160万円 791万円 240万円

吉備中央町職員の鳥獣被害の報告工数 735時間 80時間 80時間 80時間



○成果指標（計画）及び実績値

成果指標
目標値

（R6orR7）※
R4実績 R5実績

「デジタル田園都市国家構想交付金事業」の効果検証シート

実施年度 令和4、5年度 事業№

事業概要

本町が持つ地域課題を複数の先端的サービスにより解決を図るとともに、人中心の
データ連携基盤を活用し町民のwell-being向上を目指す取組。
・町民向けポータルアプリ（きびアプリ）の実装
・救急搬送補助システムの導入
・電子母子手帳（ウィラバ）の導入
・健診、ワクチン接種予約システムの導入
・健康チェック機能、痛み計測機能の導入
・インクルーシブスクエアの稼働
・Well-Being調査の実施
・遠隔診療の実装
・オンラインショップの構築

対象者 町民、住民、高齢者福祉施設、救急隊、搬送先医療機関

交付対象事業名

3

誰一人取り残さないエンゲージメントコミュニティの創生 担当課 企画課

交付対象事業費
令和4年度：367,871,324円（国費343,346,549円、町費24,524,775円）
令和5年度：365,501,800円（国費243,667,866円、町費121,833,934円）

iPicss利用者の満足度 4.8p 2.8ｐ 3.5ｐ 4.4p

電子母子手帳利用者登録数と継続率 196人・30%

4.5p

R6実績

超音波エコー映像伝送機能の使用に対する懸案指摘の割合 25% 69% 42% 25%

2.3分 2.6分

iPicssの使用に対する懸案指摘件数 12件 67件 34件 16件

エコー映像伝送機能利用者の満足度 4.5p 4.6p - 4.8p

iPicss利用による救急搬送時の運用時間の軽減 3分 1.2分

健康チェックアプリの利用率

2.5p 3.0p 3.0p

PHR基盤サービスの利用者登録率（電子母子手帳） 70% 42% 87% 121%

共通診察券による個人の特定率 60% - 0% 0%

共通診察券アプリのダウンロード数 350件 - 22件 125件

70% 42% 56% 71%

痛み計測機能の利用者数 1,500人 - 34人 208人

健康チェックアプリの満足度 4.5p 2.6p 3.6p 4.5p

健診・ワクチン接種予約システムの利用者数 300人 - 0人 94人

痛み計測機能の満足度 4.5p - 3.5P 3.3P

健診・ワクチン接種予約システムの利用者満足度 4.5p - 0人 2.5p

買い物支援サービスの利用者数 5,000人 559人 3,493人 4,614人

オンラインショップへの出店者数 50店 - 10店 17店

29人・62% 211人・35% 339人・41%

電子母子手帳利用者の満足度

買い物支援サービスの満足度 4.5p 2.6ｐ 3.7p 4.6p



※無着色はR6が最終目標値、黄着色はR7が最終目標値

データ連携基盤サービスの登録者数 5,250人 115人 1,078人 2,495人

オンラインショップの利用者数（延べ） 1,000人 - 341人 4,614人

オンラインショップの利用者満足度 4.0p - 3.2p 4.6p

きびアプリ連携企業サービスの住民満足度 4.0p - 2.7p

困りごと相談サービスの相談数 3,600件 111件 1,512件 4,343件

データ連携基盤サービスの65歳以上利用者登録数 2,300人 49人 473人 882人

データ連携基盤サービスのマンスリーアクティブユーザー数 1,575人 111人 468人 480人

2.8p 4.3p

遠隔診療サービスの診療所・病院の平均月の利用者数 350人 - 2人 18人

困りごと相談サービスの満足度 4.6p 3.2p 3.7p 4.6p

きびアプリ推進委員の稼働数（延べ） 1,000人 - 1,390人 1,970人

遠隔診療サービスの満足度 4.2p - 0.0p 4.7p

4.0p

きびアプリ内でのポイント利用件数 1,000件 - 72件 1,204件

きびアプリ連携企業数 20社 - 10社 15社

きびアプリ連携企業サービスの満足度 4.0p - 3.0p 3.6p

きびアプリ推進委員稼働時の利用者満足度 4.0p -



「デジタル田園都市国家構想交付金事業」の効果検証シート

実施年度 令和5年度 事業№ 4

交付対象事業名 サテライトオフィス開設支援事業 担当課 企画課

事業概要

テレワークスペースとカフェを有した民間所有・運営のサテライトオフィスの整備を
支援し、関係人口及び賑わい創出の確保を図った。
町費負担部分は当該事業社からの負担金（企業版ふるさと納税）を充当した。
・吉備高原Ｎスクエア

対象者 サテライトオフィス開設事業者、町民、住民、町外企業

交付対象事業費 57,000,000円（国費28,500,000円、町費28,500,000円（事業者28,500,000円））

○成果指標（計画）及び実績値

成果指標
目標値
（R8）

R6実績 R7実績 R8実績

サテライトオフィスを利用する企業数 5団体 13団体

サテライトオフィスを利用する企業における所在
都道府県外の企業数

3団体 10団体

サテライトオフィスの利用者における所在都道府
県外の利用者数の割合

40% 21%

移住者数（吉備高原都市内への転入者数） 6世帯 143人

サテライトオフィスの利用者数 1,200人 331人



「デジタル田園都市国家構想交付金事業」の効果検証シート

実施年度 令和6年度 事業№ 5

交付対象事業名 書かない窓口 担当課 企画課

事業概要

マイナンバーカードや運転免許証等を読み込むことで自動で各種申請書の作成が可能
となる「書かない窓口」端末を導入し、申請書作成に係る負担軽減と窓口対応時間の
短縮を図った。
・住民課、加茂川総合事務所、吉川支所に1台ずつ計3台設置

対象者 町民、住民

交付対象事業費 2,584,200円（国費1,292,100円、町費1,292,100円

○成果指標（計画）及び実績値

成果指標
目標値
（R8）

R6実績 R7実績 R8実績

書かない窓口サービスの利用件数 1,800件 536件

申請書作成時間の短縮 1分30秒 53秒

Well-being調査における「デジタル生活」指数の
向上

50p -


